
 

  

現場密度試験 

試験状況(試験孔 削孔状況) 

現地地盤の密度を測定する試験です。主に盛土(ダム、堤防、道路路床・路盤、鉄道基礎や空港

滑走路等)の締固め管理に利用されています。 

密度試験には水置換法やコアカッター法、RI法等がありますが、簡便で扱いやすい砂置換法が広

く利用されています。 

締固め管理の場合、同じ材料で予め実施された材料試験の結果と照合し、締固め具合を評価しま

す。多くの盛土工事の管理基準は締固め度で示されています。なお締固め度は、事前の材料試験デ

ータである「最大乾燥密度」に対する、現場試験で得られた乾燥密度の割合を百分率で示した値で

す。 

締固め度(%)＝現場の乾燥密度÷材料の最大乾燥密度×１００ 

 

試験器具は、ジャーとアタッチメント（ピクノメータートップ、漏斗、バルブガイド）が一体

となる測定器とベースプレートで構成された試験機器です。 

 

試験方法 日本産業規格：[砂置換法による土の密度試験方法(JIS A 1214)] 

地盤の所定範囲（ベースプレート下）を掘削して土を全て採取し、採取後の試験孔に密度既知

の乾燥砂を充填します。充填した砂の質量から試験孔の体積を計算し、採取した土の質量から密

度(湿潤密度)を計算します。さらに土の含水比を測定し、乾燥密度を計算します。 

 

試験状況(試験孔 削孔完了) 
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試験状況(乾燥砂充填状況) 

 

測定結果の出力例 

試験状況(掘削土・砂計量状況) 

 

試験状況(含水比計量状況) 
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